
・令和4年12月16日に文化庁の認定を受けた「京丹後市文化財保存活用地域計画（以下、地域計画）」に示した将来像「丹後半島に語り継がれる先人の息づか
いが感じられるまち～輝きの古代から煌めきの未来へ～」を実現するため、計画に示した５つの基本目標のもと、光（文化財）を活かした様々な取り組みを推進する。

３．事業内容 ５．事業イメージ

１．背景

■「京丹後市歴史文化物語」発信事業

○デジタルイラストマップ「京丹後市歴史文化物語」の作成

イラストマップ作成及びWEB上での公開を行う。

○WEBページ周知用チラシ

周辺観光施設・関係機関等へ配布し、周知を行う。

○関連文化財群の既設看板へのQRコード貼付け

約300か所 現地訪問者を「京丹後市歴史文化物語」WEBへ誘導する。

※地域計画措置11「京丹後市歴史文化物語」の発信 を進めるもの。

※地域計画の措置に示した史跡・伝承・食文化等の各種ツーリズムの展開や、ストーリーを活かした

教育、ガイド養成等に、作成したWEBページを活用する。

・地域計画に示した歴史文化の特徴（ストーリー）の周知をはかることを目的とする。WEB上に、ストーリーおよび関連文化財群を落としたデジタルイラストマップを作成し、
市民や市外からの来訪者へのストーリーの周知と関連文化財群への周遊をはかるものとする。さらに、関連文化財群の現地では、既設看板にQRコードを貼り付け、WEB
ページでのストーリーの周知とともに、関連文化財群の周遊をはかるものとする。

２．目的

４．想定される効果

「京丹後市歴史文化物語」発信事業

京丹後市文化財保存活用地域計画に11のストーリーとしてまとめた歴史文化の特徴を広く発信し、観光周遊にも活かす

〇京丹後市の歴史文化の特徴（ストーリー）の周知をWEB上と現地の両面からはかることができ、

これまで点でしか進められなかった保存・活用を、線から面へと広げることができる。

○他分野との関連性を示したストーリーの活用は、教育現場での活用や観光客の周遊につながる。

※11のストーリー ○地球の営みが生んだ半島の景観と恵み

○半島に展開する海・里・山の生業 ○災害の歴史と記憶を伝える

○「丹後王国」の成立から興隆 ○半島に語り継がれた伝説・伝承

○「一色領国」から「海の代官所」へ

○「気張る」丹後人の気質とものづくりのふるさと ○「丹後ちりめん」をめぐる人と技

○花開いた仏教文化 ○暮らしを彩る祭礼・芸能 ○半島と共に生きる食の知恵

コラム「日本のふるさと丹後～可能性に満ち溢れた丹後の歴史文化」

資料８


